
が送られました。

報告会のあとは、センター内のレストラン「ペタラーダ」にて懇

親会を開催。部署を超えて会話が広がり、普段なかなか話せない

メンバーや社外の方とも交流ができ、笑顔のあふれる時間となり

ました。

今年も多くの学びと刺激を得られた一日となりました。現地およ

びzoomで参加いただいた皆さま、ありがとうございました！

10月22日(水)、今年も当社恒例の「経営計画

書報告会」を町田新産業創造センターにて開催

いたしました。 当日は、金融機関の皆さまや

当社顧問など多くの社外の方々にもご参加いた

だき、会場には社内・社外あわせて50名弱の

方々が集まりました。

各部署の発表では、2024年度の成果ならびに

2025年度の計画・ビジョンが共有され、会場
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１１月になりました。１１月は「霜月」（しもつき）とも呼ばれ、そのまま霜が降り始める

季節のためだそうです。近年では季節がズレてきて、冬の寒さも迎えつつ秋の紅葉も楽し

めます♪ 七五三や新嘗祭、酉の市や立冬などの行事が行われ、収穫と心身の無事を祝い感

謝する月でもありますね。﻿みなさんは誰とどんなことをして楽しみますか♪

株式会社障碍社「経営計画書報告会」を開催しました

『障害者週間』は、国民一人ひとりが障がいのある人の抱える問題に関心を持ち、理解を深めること。

また、障がいのある人自身が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高め

ること。そして、障がいの有無に関わらず、互いに人格と個性を尊重し合い、理解し合いながら生きるこ

　　　　　　　　　　　　　　とのできる「共生社会」を実現することを目的として制定されました。

　　　　　　　　　　　　　　毎年、国連が定めた「国際障害者デー」である12月3日から、日本が定め　　　　

　　　　　　　　　　　　　　た「障害者の日」である12月9日までの1週間が『障害者週間』とされて

　　　　　　　　　　　　　　います。

12月3日からは障害者週間です

期間中、国や地方公共団体、民間の団体などは、共生社会の実現に向け

て、障がい者福祉に関する様々な啓発活動やイベントを実施します。具体

的な取り組みには、障がいに関するセミナーなどの開催や障がいのある人

が制作した作品や関係資料の展示、体験活動（手話・アイマスク体験な

ど）、障がい者人権問題についてのパネル展示や障がい者関係功労者への表

彰（内閣総理大臣表彰など）などがあります。 

当社の理念とも通じるものがありますね。これらの活動を通じて、障がい

の有る無しに関わらず誰もが自分らしく暮らせる地域社会づくりを目指し

ていけたらいいと思います。

懇親会の最後は社長と本部長
が締めてくれました

懇親会の最後は社長と本部長
が締めてくれました

報告会終了後、会場参加の皆様と報告会終了後、会場参加の皆様と

は真剣な雰囲気に。また、毎年恒例の“社長賞”の発表もあり、受賞者が紹介されるたびに温かい拍手
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当社の様々な情報をSNSでお届けしています！
それぞれQRコードからご覧ください！

株式会社障碍社
〒193-0021
東京都町田市中町1-2-14　フォレシア町田1階
TEL：042-850-9141／FAX：042-850-9142
MAIL：info@shogaisha.co.jp

障碍社HPは

こちらの

QRコードから

障碍社通信について、みなさまのご意見をお聞かせください！！

今年も白優祭に参加しました

重度肢体不自由者のリアルな生活

 

10月19日、相模原看護専門学校「白優祭」に3年連続で参加しました。今年はスロープや

段差を使い、より実際に近い車いす体験を実施。何気ない道や小さな段差が大きな壁にな

ること、振動や負担、視界の低さによる見えにくさなど、当事者が日常で抱える不便さを

身体で感じてもらいました。初めての方も楽しみにながら体験し、スロープの上り下りや

段差越えに苦戦しつつも、声かけや手助けのコツを学び、移動時に配慮すべきポイントへ

の理解を深めていただきました。「怖かったけれど学びになった」「外出時の景色が変わり

そう」といった感想も多く、当事者の気持ちに寄り添う視点を育む、実りある時間となり

ました。今後も地域での体験機会を広げ、安心して出かけられるまちづくりにつなげてい

けたらと思います。

この様な機会が少しでもあると福祉のことや、障害について

知っていただけるきっかけにも繋がるので、これからも多く

のイベントなどに参加させていただき、理解を深めていただ

けるようにしていきたいと思います。

今年もお呼びしていただきました相模原看護専門学校の皆

様、体験してくださいました皆様に感謝申し上げます。

ありがとうございました。

相変わらずポーカー大好き芹澤です。

今年の2月からポーカーにハマって、始めて1年目と

いうこともあり、片っ端から公式大会に参戦。実は

夏の間、褥瘡を患ってしまい外でプレーができない

時期がありました。その間は家でひたすら座学（理

論の勉強）💻頭の中でトレーニングを重ね、アプリ

のゲームで実戦しました。その努力が実を結び、初

の入賞（上位3%）🏆を達成👏🏻✨

この9ヶ月で、ボーカーを通じてたくさんの素敵な出

会いがありました💕車いすの自分が大会に参加する

たびに会場の対応がどんどんスムーズになっていく

のを感じて、「障がいのある方とない方の架け橋に

なれているのかも」と思うととても嬉しい気持ちに

なります♿️✨本当にポーカーに出会えてよかったで

す🃏最近は、家でもヘルパーさんと一緒にポーカー

を楽しんでいます♠️ポーカーに付

き合ってくれるヘルパーさんたち

に感謝しています🙏🏻

たまに、賭けてんの！？って聞か

れますが、賭けてません💢

ポーカーのトーナメントはスポー

ツです⛹️‍♂️

オンライン服薬指導のご紹介

れるため、外出が難しい方や感染症リスクを避けた

い方に安心できる選択肢です。診察時に主治医へ

「オンライン服薬指導を希望します」と伝えると対

応薬局へ処方箋が送られ、専用アプリなどで予約・

服薬指導を受け、薬は自宅に届きます。操作に不安

がある場合は、ご家族やヘルパーさんなど身近な方

の協力で、安心して服薬指導を受けられます。日々

の生活の中で、安心して活用できる仕組みとして取

り入れていけるといいですね。

薬局での服薬指導をス

マートフォンやパソコ

ンを使って自宅などか

ら受けられる「オンラ

イン服薬指導」が広が

っています。通院や待

ち時間の負担が軽減さ


